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　　コミュニティ・スクールは、授業や学校行事、放課後の活動など、様々な場面で保護

者や地域の方々に積極的に関わっていただき、大人と子供が共に学び、成長していく

「地域と共にある学校」です。

　　御協力いただける方は、お近くの学校までお声掛けください、お待ちしています‼

 ボランティアからWin-Winの関係へ！ 
  
 小作台小学校では、保護者を含むボランティアの方が
中心となり、月２回、学校図書室の整備を行っています。
　季節やイベントごとに図書室内の飾り付けをしたり、
図書の手入れや修繕をしたりして、気持ちよく過ごせる
図書室づくりに協力していただいています。　
　初めは「学校の役に立ちたい」という思いで参加した
という方々も、続けるうちに「子供たちの様子が分かっ
て学校が身近になった」、「本を通して子供たちの興味・
関心や成長の段階が理解できた」など、活動内容とは別
の楽しさややりがいを感じるようになったそうです。　
　また、小作台小学校では、図書ボランティアに参加している方への図書の貸出も開始し、ボラン
ティアの皆さんから大変好評だということです。
　「協力してもらう」だけでなく、学校と地域とが「Win-Win」の関係を築いていけるよう、コ
ミュニティ・スクール委員会では、新たな取組について話合いを続けています。

本の手入れ・修繕の様子

「プロから学ぶ」の様子

  地域と共に学び、共に成長する学校へ！
 羽村西小学校では、活動推進員を中心としたコミュニティ・スクール委員
会による協力の下、子供たちが羽村に親しみ、関わり、将来、地域に何がで
きるかについて考える学習を、様々な学年で行っています。
　６年生の「プロから学ぶ」の学習では、委員の声掛けに賛同いただいた警
察官や芸術家など11名の「地域のプロフェッショナル」からお話を聞き、仕
事のやりがいや大変さ、働くことの意味について真剣に考えました。
　４年生の「羽村の魅力を伝えよう」の学習では、阿蘇神社や児童館、郷土
博物館など、地域で働いている方々にインタビューをしたり、市内施設を見
学したりして、羽村の魅力を調べました。１月には、協力してくださった地
域の方々をお招きして、学習の成果を発表します。
　熱心に取り組む子供たちの姿に、協力いただいた皆様からも、「やってよ
かった」、「また協力したい」といった声をいただきました。
　コミュニティ・スクール委員会では、「子供たちの学び」と「地域の大人
たちのやりがい」をつなぎ、共に学び、共に成長する学校づくりを実現でき
るよう、協議を重ねています。


